
事業所名：日伸建設株式会社 

 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

当社は全社員が、「社是」である”おかげさま”の感謝の心をもって、「経営理念」に定めた基本理

念を念頭に、日々の業務において「施工品質管理」、「地球、地域の環境管理」「労働安全衛生管

理」に関する各方針及び目標の達成を目指して活動することで、ＳＤＧｓを達成します。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

☐経済 

鹿児島県受注工事でのカーボンオフ

セットへの加入を計画したが資機材

価格高騰により工事利益が低下して

いるので全社的に加入を断念した。 

県工事受注分の

100％加入 
加入０件で未達成 

☐環境 

社会 

☐経済 

施工現場での近隣対策を十分に行い

近隣利害関係者からの苦情の発生

は防止できた。 

苦情の発生 0件 発生 0件で達成 

環境 

☐社会 

経済 

ZOOM 及び会議用資機材を導入し各

社内会議での移動時間、エネルギー

の削減ができた 

Ｗｅｂ会議システム

導入、稼働開始 
導入、運用し達成 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

カーボンオフセットの項目に関しては未達であったが、その他の施策で温暖化の軽減活動は実

施出来ている。次期も引き続き、削減活動を行っていきたい。更に重点取組としては、「品質」「環

境」「労働安全衛生」管理を軸にした取り組みを強化したい。 

又、DX化により移動時間やエネルギー削減が出来た他に業務効率化の面でも良い方向へ転換

した為、今後も DX化の取組を行っていきたい。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

経済 

顧客満足度向上の為の目標工事評点の達成 各現場の目標工事評点の達成 

環境 

社会 

☐経済 

施工現場での環境被害（騒音、振動、悪臭、水

質、土壌汚染、山火事）の発生防止への取り組

み強化 

各現場での環境被害、苦情の発

生 ０件 

☐環境 

社会 

☐経済 

施工現場での労働安全衛生事故の発生防止対

策強化（特に三大事故、熱中症対策） 

労働安全衛生災害事故の発生 

０件 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
 
 



事業所名：日伸建設株式会社 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

①発注者（鹿児島県、霧島市 ）：安全、品質及び環境的な施工の為の協議 

 ②各現場での協力会社：安全、品質及び環境的な施工の為の相互協力、協調 

③建設業協会、組合：業界、法令情報の提供、及び社会、地域貢献のイベント企画、実施 

④購買業者：各種設備機器の購入、保守及び性能、ＩＣＴ、エコ関連情報の提供 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


